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4 添乗業務
添乗業務を行うには，旅行業法第十二条の十一
項の規定により旅程管理者資格が必要である。旅
程管理者資格は，旅行会社に勤務すれば研修を受
けることで比較的容易に資格が取れる。現在は，
大手旅行会社の場合は，添乗員派遣会社に外注す
ることが多いが，逆に，自社添乗を看板にしてい
る中小の旅行会社もたくさんある。
添乗業務の要は，標準旅行業約款第六章に規定
する旅程管理にある。トラブルが発生して予定の
日程が消化できない場合は，代替の手配を行い日
程も組み直し，ツアーの参加者の怪我，病気など
にも対応しなくてはならない。
「ツアーが成功するか否かは，添乗業員にかか
っている」ともいわれる。参加者と直接接する業
務であるだけに気苦労も多いが感謝もされる。報
酬が見合わないという指摘もあるが大変やり甲斐
のある旅行実務である。
5 コンサルティング
旅行に関する相談は，旅行業法第二条第一項の
九号に規定されており，標準旅行業約款の旅行相
談契約の部にも規定されている。旅行相談は無料，
という意識が消費者には強く，旅行会社側でも，
相談料を取ることはなかなか困難である。
しかし，中には，旅行相談をコンサルティング
ビジネスとして位置づけ，コンサル料を収受する
ビジネスモデルを確立している会社もある。FIT
化の進行で，本来，旅行相談の需要はますます高
くなっている中，今後，大いに注目される。
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